
 

【土地利用型作物】【土地利用型作物】【土地利用型作物】【土地利用型作物】    

米米米米    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
３４，６００ ３４，２００ ３４，２００ 

３４，４００ 

（ １０１％） 
３３，６００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
６１２ ６０４ ６１０ 

６３２ 

（ １０４％） 
６２３ 

生産量 

(t) 
２１１，８００ ２０６，６００ ２０８，６００ 

２１７，４００ 

（ １０４％） 
２０９，３２８ 

【25 年産解説】 

作付面積は、生産数量目標に対し 302ha 超過したため、前年比１０１％となった。 

生産量は、全もみ数が平年並みに確保され、登熟がやや良好となったことから作柄指数は １０１（６３２ｋｇ

/10a）の平年並となり、前年比１０４％となった。 

価格は、全国的な豊作基調のため過剰在庫となったことから、前年までの品薄感による高値から一転し、値下

がりした。 

 

 

麦麦麦麦    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２，４１０ ２，５２０ ２，５７０ 

２，５６０ 

（ １００％） 
２，８５０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
３０３ ３３７ ３８６ 

２９８ 

（  ７７％） 
４１０ 

生産量 

(t) 
７，３１０ ８，４６０ ９，９３０ 

７，６３０ 

（  ７７％） 
１１，７００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、昨年とほぼ同等となった。 

生産量は、播種後の低温による越冬前の生育量不足に加え、春先の低温から穂数不足となり、大麦、小麦とも

減収となり、前年比７７％となった。 

価格は前年とほぼ同等であった。 

 

 

大豆大豆大豆大豆    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２，３７０ ２，３６０ ２，２００ 

２，０９０ 

（  ９５％） 
２，５００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
１４５ １６７ １６１ 

１６３ 

（ １０１％） 
２００ 

生産量 

(t) 
３，４４０ ３，９４０ ３，５４０ 

３，４１０ 

（  ９６％） 
５，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、難防除雑草等の影響により前年比９５％とやや減少した。 

生産量は播種以降順調に生育したことから、単収は平年並みであったが、作付面積の減少から前年比９６％と

なった。 

価格は、全国的な作付面積の減少と、台風等による風水害の影響により収穫量が減少したことから、国産大豆

の品薄感により高騰した。 
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そばそばそばそば    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２，９６０ ３，６３０ ３，９７０ 

３，８９０ 

（  ９８％） 
４，０００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
７５ ６６ ８５ 

６９ 

（  ８１％） 
９０ 

生産量 

(t) 
２，２２０ ２，４００ ３，３７０ 

２，６８０ 

（  ８０％） 
３，６００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年産の価格下落の影響等から、前年比９８％となった。 

生産量は９月上～中旬の台風等による倒伏の多発や、収穫期の降雨による作業の遅れなどから減収となり前

年比８０％となった。 

価格は、全国的に不作であったものの、作付面積が大幅に増加した前年並みであったことから、国産そばの収

穫量は概ね平年並みに確保されたため、安値となった前年とほぼ同等となった。 

 

 

【果【果【果【果    樹】樹】樹】樹】 

りんごりんごりんごりんご    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
８，１８０ ８，１２０ ８，０６０ 

７，９８０ 

（    ９９％） 
７，８１０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
１，７７１ １，７２３ ２，０５７ 

１，９４６ 

（    ９５％） 
２，０７４ 

生産量 

(t) 
１４４，９００ １３９，９００ １６５，８００ 

１５５，３００ 

（    ９４％） 
１６２，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに下回った。 

生産量は、４月の凍霜害の影響から、下枝を中心に収穫量が少ない園地があったが、全県的には人工授粉の

徹底等により、概ね着果量は確保出来た。果実肥大は、良好であった前年に比べ、少雨や摘果作業の遅れ等に

より劣り、平年よりもやや小玉傾向であった。 

価格は、このため前年とほぼ同等となった。 

 

 

ぶどうぶどうぶどうぶどう    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２，４４０ ２，４４０ ２，４３０ 

２，４３０ 

（    １００％） 
２，４５０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
９８０ ９５９ １，２４７ 

１，１０３ 

（    ８８％） 
１，０９４ 

生産量 

(t) 
２３，９００ ２３，４００ ３０，３００ 

２６，８００ 

（    ８８％） 
２６，８００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、生産者高齢化等による減少の一方、新品種の導入による新植、改植が進み、前年並みとなっ

た。 

生産量は、着房数は確保できたものの、少雨の影響で、巨峰やシャインマスカットを中心に前年より小房傾向で

あったため、前年をかなり下回った。 

 価格は、品薄傾向のため、前年をかなり上回った。 
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なしなしなしなし    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
１，０３０ １，０００ ９７８ 

９４８ 

（    ９７％） 
９２０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
１，８２５ １，９６６ ２，１９３ 

１，６２４ 

（    7４％） 
２，０１１ 

生産量 

(t) 
１８，８００ １９，６６０ ２１，４５０ 

１５，４００ 

（    ７２％） 
１８，５００ 

【25 年産解説】 

 作付面積は、栽培者の高齢化等により、前年をやや下回った。 

 生産量は、４月の凍霜害により、南信地域を中心に胚珠が褐変するなどの大きな被害を受けたため、前年を大

幅に下回った。 

 価格は、全国的な品薄傾向から前年をやや上回った。 

 

 

もももももももも    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
１，２００ １，１８０ １，１７０ 

１，１５０ 

（    ９８％） 
１，１１０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
１，４００ １，４４１ １，５８１ 

１，３３９ 

（    ８５％） 
１，６０４ 

生産量 

(t) 
１６，８００ １７，０００ １８，５００ 

１５，４００ 

（    ８３％） 
１７，８００ 

【25 年産解説】 

 作付面積は、ほぼ前年並みとなった。 

 生産量は、４月の凍霜害により下枝を中心に結果不良となったことと、早生品種を中心に、少雨による肥大不足

がみられ、前年を大幅に下回った。 

 価格は、品薄傾向から前年をかなり上回った。 

 

 

【野【野【野【野    菜】菜】菜】菜】 

レタスレタスレタスレタス    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
５，７９０ ５，７７０ ５，７２０ 

５，８１０ 

（１０２％） 
５，９１０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
２，９６１ ３，０２９ ３，４００ 

３，４３４ 

（１０１％） 
３，１４６ 

生産量 

(t) 
１７１，４００ １７４，８００ １９４，６００ 

１９９，２００ 

（１０２％） 
１８７，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずか上回った。 

生産量は、春先の低温、夏場の高温干ばつ、台風など影響も見られたが、全般的に作柄が安定していたため

前年をわずかに上回った。 

価格は、先行産地からの本県へのリレーがスムーズに行われ、作柄が安定していたことにより、出荷期間を通し

て高騰も下落もなく堅調に推移し、安値だった前年を上回った。 
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はくさいはくさいはくさいはくさい    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２，７５０ ２，７７０ ２，７７０ 

２，６５０ 

（９６％） 
２，５００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
７，４５２ ７，６８６ ８，４５０ 

８，２８５ 

（９８％） 
７，４００ 

生産量 

(t) 
２０２，７００ ２１２，９００ ２３４，１００ 

２１５，４００ 

（９２％） 
１８５，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、生産者及び県、市町村、出荷団体による産地をあげての夏はくさい適正生産の取組（期間：7 月

～8月10日）により、前年に比べてやや減少した。 

生産量は、夏はくさい適正生産の取組みや夏期の干ばつなどの影響により前年を下回った。 

価格は、先行産地からの本県へのリレーがスムーズであったことと、夏はくさい適正生産の取組みの成果によ

り、近年になく安定して推移し、安値だった前年を上回った。 

 

 

キャベツキャベツキャベツキャベツ    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
１，４７０ １，４６０ １，４７０ 

１，５００ 

（１０２％） 
１，６００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
４，０３３ ４，３６３ ４，６１０ 

４，２２３ 

（９２％） 
４，５００ 

生産量 

(t) 
５９，３００ ６３，７００ ６７，７００ 

６２，５００ 

（９２％） 
７２，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに上回った。 

生産量は、単収が豊作だった前年と比べるとかなり下回り平年並みとなったため、前年を下回った。 

価格は、国内各産地からの市場への出荷の集中が無く、作柄も平年並みとなったため出荷期間を通して安定

して推移し、安値だった前年を上回った。 

 

 

ブロッコリーブロッコリーブロッコリーブロッコリー    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
８１５ ７６１ ７７２ 

７８５ 

（１０２％） 
８５０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
９３０ ９０１ ９３４ 

９９４ 

（１０６％） 
９５３ 

生産量 

(t) 
７，０５０ ６，８６０ ７，２１０ 

７，８００ 

（１０８％） 
８，１００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、夏はくさい産地での導入が進んだこともあり、前年をわずかに上回った。 

生産量は、面積の増加と、夏期の品質低下が比較的少なく作柄が安定していたため、前年をかなり上回った。 

価格は、葉洋菜類の市場での販売環境が良好であったことから堅調に推移し、前年を上回った。 
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アスパラガスアスパラガスアスパラガスアスパラガス    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
１，３００ １，２４０ １，１４０ 

１，１３０ 

（９９％） 
１，４００ 

10a 収量 

(kg/10a) 
２４８ ２４６ ２２７ 

２８３ 

（１２５％） 
４３０ 

生産量 

(t) 
３，４５０ ３，０５０ ２，５９０ 

３，２００ 

（１２４％） 
５，６００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、高齢化と病害等の発生により前年をわずかに下回った。 

生産量は、前年から各地で取組みの始まった茎枯病対策の効果や新植されたほ場も増えたことから、前年を

大幅に上回った。 

価格は、市場での需給バランスが取れていたことから、本県出荷期間を通して堅調に推移した。 

 

 

トマトトマトトマトトマト    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
４３８ ４１８ ３９９ 

３８５ 

（９７％） 
４５０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
４，９４０ ４，８５６ ５，６９０ 

５，４５５ 

（９６％） 
６，２２２ 

生産量 

(t) 
２２，２００ ２０，３００ ２２，７００ 

２１，０００ 

（９６％） 
２８，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、ジュース用トマトで前年を上回ったが、生食用トマトは減少した。 

生産量は、単収が豊作だった前年を下回り平年並みとなったため、前年を下回った。 

価格は、市場での需給バランスが取れていたことから堅調に推移し、前年を上回った。 

 

 

きゅうりきゅうりきゅうりきゅうり    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
４２５ ４１０ ４１１ 

４０５ 

（９９％） 
４３０ 

10a 収量 

(kg/10a) 
３，８２９ ３，９０２ ４，０６０ 

３，８２７ 

（９４％） 
４，４１８ 

生産量 

(t) 
１６，２００ １６，０００ １６，７００ 

１５，５００ 

（９３％） 
１９，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに下回った。 

生産量は、単収が平年並みとなったため、豊作だった前年をやや下回った。 

価格は、全国的に出荷量が平年並みであったため、前年を上回った。 
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【花【花【花【花    き】き】き】き】 

キクキクキクキク    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
１３８ １３６ １３３ 

１３０ 

（ ９８％） 
１１１ 

10a 収量 

(本/10a) 
２６，３０４ ２６，３９７ ２７，０６８ 

２７，６１５ 

（ １０２％） 
２７，２９７ 

生産量 

(千本) 
３６，３００ ３５，９００ ３６，０００ 

３５，９００ 

（ ９８％） 
３０，３００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに下回った。 

生産量は、作付面積が減少したため前年をわずかに下回った。 

価格は、７～８月の集中出荷によりキク類全般に単価が下落したが、他の時期は堅調に推移したため、前年を

わずかに下回った。 

 

 

カーネーションカーネーションカーネーションカーネーション    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
９６ ９６ ９３ 

９２ 

（ ９９％） 
８８ 

10a 収量 

(本/10a) 
６４，７６０ ６４，０６２ ６３，２１５ 

６０，３０７ 

（ ９５％） 
６８，１８２ 

生産量 

(千本) 
６２，３００ ６１，５００ ５８，６００ 

５５，２００ 

（ ９４％） 
６０，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに下回った。 

生産量は、夏秋期の高温による品質劣化等から切花ロスが大きくなり、前年をかなり下回った。 

価格は、出荷期間を通して谷がなく堅調に推移し、前年を大きく上回った。 

 

 

リンドウリンドウリンドウリンドウ    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
３９ ３７ ３７ 

３７ 

（ １００％） 
３８ 

10a 収量 

(本/10a) 
１９，１１５ １９，２４３ １６，６９４ 

１５，１７６ 

（ ９１％） 
２０，２６３ 

生産量 

(千本) 
７，４９３ ７，１２０ ６，２１０ 

５，６００ 

（ ９０％） 
７，７００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年並となった 

生産量は、近年の切り花年限の短化や夏秋期の高温による切花ロスにより、前年をかなり下回った。 

価格は、出荷期間を通して安値基調となり、前年並みとなった。 
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トルコギキョウトルコギキョウトルコギキョウトルコギキョウ    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
５１ ５０ ５１ 

５０ 

（ ９８％） 
５８ 

10a 収量 

(本/10a) 
２６，３３６ ２６，４００ ２７，６６８ 

２６，３８８ 

（ ９５％） 
２５，３４５ 

生産量 

(千本) 
１３，３００ １３，２００ １４，０００ 

１３，３００ 

（ ９５％） 
１４，７００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに下回った。 

生産量は、夏秋期の高温による品質劣化等から切花ロスが大きくなり、前年をやや下回った。 

価格は、出荷期間を通して谷がなく堅調に推移し、前年を大きく上回った。 

 

 

アルストロメリアアルストロメリアアルストロメリアアルストロメリア    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
２５ ２６ ２７ 

２７ 

（ １００％） 
２８ 

10a 収量 

(本/10a) 
７２，５１０ ７３，０７７ ７５，３７３ 

７４，４４４ 

（ ９９％） 
７８，５７１ 

生産量 

(千本) 
１８，２００ １９，０００ ２０，２００ 

２０，１００ 

（ １００％） 
２２，０００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年並みとなった。 

生産量は、前年並みとなった。 

価格は、出荷期間を通して谷がなく堅調に推移し、前年を大きく上回った。 

 

 

鉢花類鉢花類鉢花類鉢花類    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

作付面積 

(ha) 
８７ ８７ ８５ 

８６ 

（ １０１％） 
７７ 

10a 収量 

(鉢/10a) 
２４，１４９ ２５，２０７ ２５，４２６ 

２４，５８２ 

（ ９７％） 
２４，２８６ 

生産量 

(千鉢) 
２１，０１０ ２１，９３０ ２１，７７０ 

２１，１９０ 

（ ９７％） 
１８，７００ 

【25 年産解説】 

作付面積は、前年をわずかに上回った。 

生産量は、シクラアメン、シンビジウムを中心とした小鉢化の進行が鈍化したことと、夏秋期の高温による生育ロ

スにより、前年をやや下回った。 

価格は、シクラメン、シンビジウムともに期間を通して安値基調となり、前年をやや下回った。 
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【きのこ】【きのこ】【きのこ】【きのこ】 

えのきたけえのきたけえのきたけえのきたけ    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 
生産量 

(t) 
８６，０７０ ８９，５２２ ８５，６９０ 

８３，０５８ 

（９７％） 
９４，４２６ 

【25 年産解説】 

生産量は、夏場の不需要期における適正生産の取組みにより前年をやや下回った。  

価格は、夏場の適正生産の取組みの成果や冬野菜の品薄による価格高騰もあり、通年で前年をやや上回っ

た。 

 

 

ぶなしめじぶなしめじぶなしめじぶなしめじ    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 
生産量 

(t) 
４７，８６８ ５３，３３３ ５０，５８９ 

４６，９９３ 

（９３％） 
５５，７４６ 

【25 年産解説】 

生産量は、夏場の不需要期における適正生産の取組みにより前年をかなり下回った。 

価格は、夏場の適正生産の取組みの成果や冬野菜の品薄による価格高騰もあり、通年で前年をかなり大きく

上回った。 

 

 

 

【畜【畜【畜【畜    産】産】産】産】 

乳用牛乳用牛乳用牛乳用牛    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

頭  数  １９，８００ １９，５００ １８，７００ 
１８，３００ 

（ ９８％） 
１９，２００ 

生産量 

(t) 
１１６，３４５ １１１，５６８ １１０，５５０ 

１０８，５１２ 

（ ９８％） 
１１７，４００ 

【25 年産解説】 

飼養頭数は、乳用牛飼養戸数が５．４％減少したが、規模拡大等により２．１％の減少にとどまった。生乳生産

量は、経産牛頭数の減少により、１．８％の減少となった。生乳取引価格は、生乳生産量の逼迫などの状況を受

け、飲用乳価が下期から 5 円値上げされた。 

 

 

 

肉用牛肉用牛肉用牛肉用牛    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

頭  数  ２９，５００ ２８，５００ ２６，９００ 
２６，４００ 

（ ９８％） 
２８，５００ 

生産量 

(t) 
７，０６４ ６，８６０ ６，４７５ 

６，３５４ 

（ ９８％） 
６，５５２ 

【25 年産解説】 

飼養頭数及び生産量は、配合飼料の高止まりや肥育素牛の高騰等により飼養戸数が減少したため、前年をわ

ずかに下回った。 

一方、枝肉単価は、円安等の影響により輸入量が抑えられていることや全国的な生産量の減少に伴うと畜頭

数の減少により下位等級を中心に上昇した。 
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豚豚豚豚    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

頭  数  ７５，０００ ７７，４００ ８０，２００ 
７３，８００ 

（ ９２％） 
７５，９００ 

生産量 

(t) 
１１，５１８ １１，５７８ １２，３１４ 

１１，９０３ 

（ ９７％） 
１１，５３０ 

【25 年産解説】 

飼養頭数及び生産量は、配合飼料価格の高止まりや農家戸数の減少等により漸減傾向にある。 

枝肉単価は、円安や海外価格高騰等により輸入量が減少し、国産への代替需要が増加したことから、堅調に

推移した。 

 

 

 

鶏鶏鶏鶏    
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ23 実績 Ｈ24 実績 

Ｈ25 実績 

(H25/H24) 
Ｈ29 目標年 

 

羽 数 

（千羽） 
 １，４０３ １，４４８ １，７５１ 

１，５２５ 

（ ８７％） 
１，３７５ 

生産量 

(t) 
１５，７００ １４，９４３ １５，５２５ 

１４，６４５ 

（ ９４％） 
１４，０１７ 

【25 年産解説】 

採卵鶏では、夏場の記録的猛暑により産卵率が低下し生産量が減少した。一方、鶏卵価格は若雌鶏の減少、

成鶏淘汰事業参加羽数の増加など複合的な要因が重なり成鶏羽数が抑制されたため、秋以降、平年に比べて

高値で推移した。また、ブロイラーでは、豚肉相場の上昇による代替肉としての需要と、コンビニ惣菜原料としての

需要の伸びにより、鶏肉価格は好調に推移した。 
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